
「福島の放射能汚染地で
放射線を少々浴びても大丈夫！」
「復興は進んでいますよ！」

という復興庁のウソ宣伝は、許されません！
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子どもたちを放射線ヒバ
クの危険から守るため、
「放射線のホント」の
撤回署名にご協力下さい

（10月開始で約１万８千筆を集約）

ここまで来た「安倍政権
によるヒバク強要」

復興推進会議・原子力
災害対策本部会議合同
会合（2018.3.9）での安
倍首相発言 「関係閣僚
におかれては、さらなる
風評払拭に向け、昨年
12月に策定した『風評払
拭・リスクコミュニケーショ
ン強化戦略』に基づき、
放射線に関する正確な
情報等を効果的に発信
するよう、政府一体とな
り、工夫を凝らして取り
組んでください。」

(復興庁の「放射線のホント」
2018年3月発行)

(文部科学省「放射線副読本」

2018年10月発行)

原発事故による
放射線被ばくは
命と健康を脅かす

子どもや妊
婦（胎児）
への影響は
もっと深刻

「福島復興」
とは名ばかり、
空間線量は依
然高く、避難
者は切り捨て

復興庁に続き、文部科学省も10月1日、「放
射線副読本」を改訂し、復興庁「放射線のホン
ト」の中身を学校教育に持ち込もうとしています。

「モニタリングポスト撤去」や「ALPS処理水海洋投
棄」の動きはこの一環です。「放射線のホント」撤回署
名をさらに広げて、これらすべてを撤回させましょう！

安倍内閣による政府一体となった「被ばく強要
による福島切り捨て」は許せません！
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